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複雑な現代のコミュニケーションを複雑な現代のコミュニケーションを
 

どう理解するか：どう理解するか：
 ことばの外にある情報を捉えることばの外にある情報を捉える

坊農真弓坊農真弓

日本学術振興会・京都大学日本学術振興会・京都大学



2

多人数インタラクションの分析手法多人数インタラクションの分析手法

人工知能学会
連載チュートリアル

「多人数インタラクション
の分析手法」

20072007年年99月～月～20082008年年1111月月

第57回
人工知能セミナー

「多人数インタラクション
の分析手法」

20082008年年77月月44日，日，55日日

人工知能学会編
オーム社

『知の科学シリーズ
多人数インタラクション

の分析手法』

20092009年年33月月1010日日



3

私たちを囲む情報メディア私たちを囲む情報メディア
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人とメディアの共存・共在感覚の実現人とメディアの共存・共在感覚の実現

•• 従来のメディア従来のメディア
– テレビ・新聞・電話・手紙等

人との共存・共在を達成人との共存・共在を達成

•• 新しいメディア新しいメディア
– ロボット・エージェント等

人との共存・共在を未達成人との共存・共在を未達成

•• なぜ共存・共在できないのか？なぜ共存・共在できないのか？
– 人との関係構築が難しい

– 関係：社会的役割・立場等

•• 会話場における共存・共在会話場における共存・共在

ATRにおいて作成されたイメージ図会話場会話場

参与枠組み

 

Goffman(1981), Clark(1996)



5

LEDマーカ

ビデオカメラ，マイクロフォン，
赤外線トラッカー

これまでの仕事これまでの仕事(2002(2002--2006@ATR)2006@ATR) 
ユビキタスセンサルームユビキタスセンサルーム

コミュニケーション
ロボット

•マイクロフォン(接話型)
•スロートマイクパソコン

ビデオカメラ
赤外線トラッカー

LEDマーカ

LEDタグ

LEDID検出
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これまでの成果これまでの成果
 会話参与会話参与手続きモデル手続きモデルの提案の提案

(1)意識的に会話場に近づき

ある一定時間留まり，既存
の参与者らに存在を意識さ
れ始める

(2)既存の参与者らに

確実に存在を意識される

(3)現話し手が自分に向けて

デザインし産出した発話を
受け取る

(4)意識的に既存の参与者に

話しかける

話者交替

人工知能学会研究会優秀賞 (2004年度)，坊農真弓，鈴木紀子，片桐恭弘，“ユビキタスセンサを用いた会

 
話参与手続きの認識”，SIG-SLUD-A410-05 (6/18) ，受賞日:2005年6月16日．

発話・ジェスチャー・視線・身体距離・身体位置から，会話参与者の役割を推定

滞在時間
から推定

既存参与者
の視線
から推定

現話し手
の視線
から推定

ターゲット
の発話
から推定
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問題提起問題提起

• 我々は会話が起こる場面にしか目を向けてこ
 なかったのではないか

– テレビを見ながらながら途切れ途切れに

– 育児中に子供に注意を向けながらながら

– 突如入ってきた携帯メールに気を取られながらながら

私たちは会話する私たちは会話する
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いろいろな活動に囲まれたいろいろな活動に囲まれた
 

私たちの日常私たちの日常

料理

子育て

電話

メール

会話
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ケーススタディケーススタディ

• 姉妹(＋幼児)の会話
• Aのアパートを訪れているBとBの子供（C) 1歳5ヶ月
• Aの家族，Bの家族，いとこ家族は同日の昼にBBQをしている
• Aはキッチンで，Cの晩御飯として離乳食(うどん)を作っている
• AとBは時折，ことばを交わす

– まだ食べれるものが限られているCの離乳食うどんに，どんな野菜を入れて

 いいかをキッチンからBに尋ねるA
– Bはリビングで子供をあやし，携帯メール携帯メール，携帯カメラ携帯カメラでわが子を撮影しなが

 ら会話している

• そこに突如，Aの携帯電話携帯電話にAとBの祖母から電話がかかってくる

話題① 話題②子守 子守 子守沈黙 沈黙

携帯メール・カメラ

話題③沈黙
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日常生活における会話日常生活における会話

•• 日常生活におけるメディアの介入日常生活におけるメディアの介入
– 会話の連鎖構造が中断される・緩められる

•• ○○しながら会話する○○しながら会話する
– 視覚的アテンションが複数の対象に向けられる

• 言葉や身振り，視線などによって進められる
 会話は，日常生活における一つの活動にす
 ぎない．会話すると同時に，私たちはいくつか

 の活動を進めている
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人のコミュニケーションを人のコミュニケーションを
 

理解した情報メディアデザイン理解した情報メディアデザイン

話し手 受け手 傍参与者

実空間の対面したかかわり実空間の対面したかかわり((会話会話))

携帯電話他空間

インターネット

ネット空間

• 参与構造の多重化
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実験室型の研究から実験室型の研究から
 

実世界型の研究へ実世界型の研究へ
•• 従来研究のあり方：実験室に被験者を入れて収録従来研究のあり方：実験室に被験者を入れて収録

– 始まりが実験者によって人工的に作られる

– 会話以外の活動が起きにくい非日常環境

•• 焦点焦点
– インタラクションや会話は，我々の日常のどういった場面に現れ，

 我々のコミュニケーションのどういった部分を支えているのか．

– 私たち(研究者)が，インタラクションや会話をデザインできる隙やチャ

 ンスはどこにあるのか

•• 目指すところ目指すところ
– 実世界インタラクションの構造を理解する研究と新たなコミュニケー

 ション技術を開発する研究の協力関係の強化
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